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  研究期間：（ア）～（ウ）  ３年 

       （エ） ①、②   １年 

           ③     ２年 

 

  新規採択予定課題数：（ア）、（イ）  ３課題程度 

            （ウ）      ２課題程度 

            （エ）    １６０課題程度 

               

 ＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

（ア）臨床調査研究分野 

   臓器別、疾患別に特定疾患に係る科学的根拠を集積・分析し、疫学的研究を含む疾患の

実態解明、診断・治療法の開発及び確立、標準的診断・治療法の確立及び普及等を図るこ

とにより、医療の向上に役立てることを目的とする研究のうち、次に掲げるもの。 

    なお、研究者の構成は、我が国における医療水準を反映するとともに、研究成果の普及

   を図るよう、広範な地域から構成することが望ましい。（本分野は各疾患に関する包括的

   な調査研究を主目的としており、個別の重点的なテーマに関する研究計画は、（イ）重点

   研究分野において採択する。） 

 

  ① 難治性炎症性腸管障害に関する調査研究           （２２１４０１０１） 

    次の疾患すべてを対象とすること：○潰瘍性大腸炎、○クローン病 

 

  ② ライソゾーム病（ファブリ病含む）に関する調査研究     （２２１４０２０１） 

次の疾患すべてを対象とすること：○ライソゾーム病（ファブリ病含む）、○ペルオキ

シゾーム病 

 

  ③ 重症多形滲出性紅斑に関する調査研究            （２２１４０３０１） 

    次の疾患を対象とすること：○重症多形滲出性紅斑（急性期） 

 

（イ）重点研究分野 

臨床調査研究分野の対象疾患の患者の予後や生活の質の改善を目指し、又は明確かつ具体的

な目標を設定し、画期的な成果を得ることを目的とする研究のうち、次に掲げるもの。 

なお、臨床調査研究分野において実施中又は申請中の研究と、本研究課題の研究分担者が重

複する場合においては、本研究課題で取り扱うテーマは、臨床調査研究分野の範疇では研究の

難しい、重点的かつ画期的なものであることが明確である必要がある。 

 

  ① 難治性疾患患者の予後や生活の質の改善に関する研究     （２２１４０４０１） 

必ずしも新たな治療法を開発しなくても、これまでの治療方法を有効に活用すること、

適切な看護を実施すること、又は患者に対して教育を行うこと等により、難治性疾患患者

の予後や生活の質の改善が期待できる研究であること。 

なお、当研究の成果については、医師、看護師を始めとするコメディカルスタッフ、及

び患者等が実際の医療の現場において利用・参照可能なものとしてとりまとめること。 

 

  ② 難治性疾患の病態解明、画期的診断・治療法の開発に関する研究（２２１４０５０１） 


